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（１）課題と調査方法 

 業務用冷凍空調機器の廃棄断面におけるフローでの課題に応じて以下の調査を実施 

管理者 引渡受託者１ 引渡受託者２ 充塡回収業者 破壊業者 

①廃棄判断時点で、
既に冷媒残存量が少
ないのではないか 

②再委託を繰り返
すうちに、放出され
ていないか 

③技術的に回収し
きれない量はどの
程度か 

※充塡回収業者の回収以降のフ
ローでの漏えいは少ないと想定
（現行の報告量では差異なし） 

管理者アンケート 

管理者ヒアリング 

全体傾向把握 

背景・理由等把握 

一部選定 

引渡受託者ヒアリング 

取扱実態把握 

充塡回収業者アンケート 

充塡回収業者ヒアリング 

全体傾向把握 

漏えい実態、回収
作業実態把握 

一部選定 

③-2 回収時の周辺環境等

によって、技術的に回収し
きれない量はどの程度か 

③-1 ポンプダウン時に、放

出されたり、残存したりす
る量はどの程度か 

④管理者から充塡回収業
者への引き渡しフローはど
のようになっているか。 

※下記の機器種類別課題を含めて調査 ※下記の観点も含めて各主体を調査 

実地調査（機器の廃棄及びフロン回収現場の実態把握＋冷媒残存量の実測） 

業務実態、漏えいの可能性を把握するため、ヒアリングに加えて実地調査、実測調査を実施 
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（２）分析方法 ①廃棄時充塡率の検証と回収率低下要因の分析 

 調査方法を組み合わせることで、廃棄時回収率に関連する以下の要素について、その実態
を把握する。 

回収後 
冷媒残存量 

 

充塡回収業者アンケートで、実測調査協力
の意向を確認。協力可と回答した事業者に
協力を依頼し、以下の量について、実測結
果から算出する。 
• 回収後冷媒残存量 
• 廃棄機器充塡総量 

回収量 

初期充塡量 
（機器に固有） 

＜管理者＞ 

• 機器使用年数、廃棄理由、回収の委託
先、回収量との関係を把握 

   ⇒ 

• 初期充塡量に比べて回収量が少ない
ケースについて、具体的な管理・廃棄の
状況を把握 ⇒ 
 

管理者アンケート 

管理者ヒアリング 

＜引渡受託者＞ 

• 回収委託関係には、どのようなパターン
があるか。また、再委託の過程で放出さ
れてしまう可能性があるのは、どのパ
ターンか ⇒ 引渡受託者ヒアリング 

＜充塡回収業者＞ 

• 回収量と回収時の状況（作業時間等）と
の組み合わせを把握 

   ⇒ 

• 初期充塡量に比べて回収量が少ない
ケースについて、具体的な廃棄・回収の
状況を把握 ⇒ 

充塡回収業者アンケート 

充塡回収業者ヒアリング 

※結果を突合せて 
    整合性を確認 

＜充塡回収業者＞ 

• 回収開始時点で、機器に残存
していた冷媒の量（廃棄機器
充塡総量）はどの程度か 

実地調査（機器の廃棄及びフロン回収現場の 
実態把握＋冷媒残存量の実測） 

＜充塡回収業者＞ 

• 回収時の周辺環境によって、
技術的に回収しきれない量
（回収後冷媒残存量）はどの
程度か 
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（２）分析方法 ② 引渡フローの細分化 

 調査方法を組み合わせることで、引渡フローを廃棄等実施者及び充塡回収業者の双方から
細分化して把握し、比較分析する。 

廃棄等実施者 単純廃棄 

機器更新 

建物解体 

機器廃棄形態 
台数内訳(％) 

メーカー・
設備業者 

解体業者 

産廃業者等 

その他 

回収依頼先 
台数内訳(％) 

充塡回収業者 

●% 
●% 

●% 

●% 

●% 

●% 

●% 

管理者アンケート 

回収依頼元 
回収量比率(％) 

単純廃棄 

機器更新 

建物解体 

機器廃棄形態 
回収量比率(％) 

充塡回収業者アンケート 
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○% 

○% 

○% 

○% 

○% 

○% 

○% 

差異を分析 


